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前
「

大
正
甲
子
七
月
二
十
九
日
、
碩
園
西
村
君
東
京
に
歿
し
、
将
さ
に
婦
り
葬
ら
ん
9
)

す
。
懐
徳
堂
同
人
謂
へ
ら
く
。
先
生
浪
華
に
家
居
す
る
こ
<
二
二
＋
餘
年
o

交
浙
尤

廣
く
、
門
生
亦
多

L°

亦
夙
に
地
を
斯
土
に
卜
し
て
、
整
域
を
定
む
。
而
し
て
懐

徳
堂
の
興
る
、
先
生
の
力
賓
に
多
き
に
居
る
。
宜
＜
其
喪
を
堂
に
宿
し
、
堂
友
を

し
て
“
ム
を
盛
し
、
故
奮
を
し
て
訣
別
す
る
を
得
し
む
べ
き
な
り
9
)

。
乃
ち
之
を
遺

族
に
請
ふ
。
八
月
十

8
、
嗣
子
時
教
君
等
、
遺
骨
を
奉
じ
て
、
蹄
り
葬
る
。
乃
ち

迎
へ
て
、
之
を
堂
上
に
安
ん
し
、
堂
友
及
君
が
郷
人
、
喪
を
守
り
て
宵
を
徹
し
、

奥
H
に
し
て
非
る
。
葬
る
の
朝
、
消
酌
庶
益
の
莫
を
以
て
、
憲
を
祭
り
哀
を
致
す
。

故
術
門
生
遠
近
来
り
弔
す
る
者
数
百
人
。
越
位
て
数

H‘
堂
友
来
り
謀
り
て
日
く
、

某
等
追
悼
録
を
編
し
、
一
は
以
て
平
日
最
仰
の
俯
を
慰
め
、
一
は
以
て
先
生
教
育

の
恩
に
報
い
ん
マ
ふ
翌
9
゜
可
な
ら
ん
か
マ
J
o

余
深
く
其
俯
の
摯
な
る
を
喜
び
、
即

ち
之
を
賛
し
、
偏
く
害
を
君
の
故
葛
講
友
諸
先
生
に
致
し
、
社
の
軟
事
を
寄
示
せ

ん
こ
ゞ
）
を
請
ふ
。
期
を
限
る
に
十
月
月
底
を
以
て
す
。
書
陸
績
9

了
し
て
至
る
も
の

凡
て
五
十
許
通
。
編
す
る
に
先
後
の
序
を
以
て
す
。
事
、
九
月
四
日
に
始
ま
り
、
乙

丑
二
月
一
日
に
至
り
て
功
を
畢
る
。

H
を
費
す
、
ミ
百
五
十

H
゜
堂
友
有
志
努
を



分
ち
て
事
を
執
る
。
其
の
採
訪
蒐
録
の
事
に
常
る
も
の
、
野

□山
本
中
川
平
野
井

上
岡
田
諸
學
子
及
藤
塚
書
記
マ
ぷ
公
9
。
文
書
の
芳
を
執
る
も
の
、
野

n平
野
中
川
小

沼
諸
學
子
及
今
川
女
學
子
9

芥
ば
9
。
浄
寓
の
役
に
任
ず
る
も
の
、
野

n
井
上
中
川

平
野
山
本
諸
學
子
及
今
川
女
學
子
9

名
公
9
゜
校
正
の
事
（
野
＂
平
野
中
川
山
本
岡

田
諸
學
子
及
今
川
女
學
子
等
其
労
を
分
ち
、
記
録
の
事
は
小
沼
岡
田
二
學
子
之
を

主
る
。
而
し
て
講
師
稲
束
君
猛
編
輯
印
刷
の
事
を
菫
理
す
。
則
ち
是
編
の
成
る
、

貿
に
寄
書
諸
人
の
恵
マ

J

講
師
及
堂
友
諸
學
子
の
カ
マ
に
ぃ
頼
る
。
然
リ
マ
函
蜘
も
、
君

の
徳
の
人
を
感
ず
る
こ
こ
深
く
且
つ
大
な
る
に
非
ん
ば
‘
烏
ん
ぞ
能
く
此
に
至
ら

ん
。
唯
だ
憾
む
ら
く
は
徴
求
未
だ
周
か
ら
ず
、
採
訪
遺
す
マ
）
こ
ろ
あ
り
、
以
て
君

が
生
平
を
盛
す
に
足
ら
ざ
る
を
。
惟
ふ
に
、
君
の
學
、
晩
年
に
至
り
て
一
斐
し
、

篤
く
程
朱
を
守
り
て
、
奄
も
先
正
の
矩
雉
を
失
は
ず
。
一
に
道
學
を
提
唱
し
、
風

教
を
振
起
す
る
を
以
て
任
マ
こ
は
し
．
復
た
少
牡
オ
を
負
み
、
職
逹
自
ら
喜
ぶ
の
弊

な
し
。
故
に
是
の
編
事
、
君
が
早
歳
に
繋
る
も
の
、
未
だ
以
て
君
が
人
9

ぶ
為
り

を
見
る
に
足
ら
ず
。
而

l
て
其
の
孝
友
信
義
に
至
り
て
は
、
則
ち
天
性
に
出
て
、

終
始
一
貰
、
生
の
早
晩
を
以
て
別
た
ざ
る
な
り
。
憶
ふ
、
余
の
乏
を
此
堂
に
承
く

前



大
正
乙
丑
二
月

詢

懐

徳

堂

教

授

松

山

直

蔵

謹

ん

て

序

す

る
や
、
君
、
左
右
襄
助
し
、
凡
そ
懐
徳
堂
教
學
の
事
、
大
小
マ
名
↑
く
、
一
に
君
マ
)

晋
謀
る
。
量
者
、
余
篤
疾
に
造
り
、
幸
に
死
を
免
れ
た
り
ご
雖
も
、
慨
塊
復
た
奮

時
の
比
に
非
ず
。
君
は
則
ち
躯
幹
雄
偉
、
氣
厚
く
岬
固
し
。
嘗
に
以
為
へ
ら
く
、

余
、
生
、
君
に
後
る
9

品
雖
も
、
一
旦
朝
露
に
先
ん
じ
て
歿
せ
ば
、
君
に
し
て
幸
に

在
る
、
堂
の
後
事
復
た
慮
を
芳
す
る
を
要
せ
す
マ
）
。
距
ぞ
闘
ら
ん
、
事
正
に
顛
倒

し
、
余
を
し
て
無
窮
の
戚
を
抱
か
し
む
。
喰
。
天
如
し
君
に
恨
す
に
年
を
以
て
せ

ば
、
學
の
涌
濡
す
る
マ
）
こ
ろ
、
徳
の
需
被
す
る
マ
）
こ
ろ
、
加
ま
す
深
く
且
つ
廣
け

れ
ば
、
其
の
教
化
を
徘
補
し
、
昭
代
を
髄
戴
す
る
も
の
果
し
て
何
如
ぞ
ゃ
。
而
る

に
今
ゃ
則
ち
亡
し
。
其
れ
悲
む
に
足
ら
ざ
ら
ん
や
。
追
悼
録
編
成
る
に
及
び
、
因

IIJ
て
其
本
末
を
叙
す
る
、
ミ
此
く
の
如
し
。


